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第 1 章

はじめに

このガイドでは、CE1400VアプライアンスをCiscoのオンプレミスコラボレーション製品にイ
ンストールする方法について説明します。ハードウェアの準備および設置方法、また基本的な

初期設定の手順が含まれます。また、トラブルシューティングのヒントも提供します。

このガイドは、アプライアンスがその他のアプリケーションのホスティングには対応していな

いため、Cisco Expressway Seriesの導入にのみ適用されます。
（注）

この章では、次の項目について説明します。

•変更履歴（1ページ）
•必要なソフトウェアのバージョン（2ページ）
•サポートされているシステムサイズ（2ページ）
•何が違うの?（3ページ）
•詳細情報およびトレーニング（3ページ）

変更履歴
表 1 :変更履歴

Reason変更内容（Change）日付

ExpresswayX15.3リリースで公
開

初版

Cisco Expressway CE1400Vア
プライアンスの更新コンテン

ツ

2025年 9月
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必要なソフトウェアのバージョン
CE1400Vアプライアンスには仮想化ソフトウェアとライセンス (お客様が用意する必要があり
ます)が必要であり、CE1300アプライアンスの仮想化ハードウェアの代替品となります。ソ
フトウェアをダウンロードするには、「ソフトウェアのダウンロード」にアクセスし、Cisco
Expresswayに移動します。

最低限必要なExpresswayソフトウェアバージョンは、使用しているアプライアンスのリビジョ
ンによって異なります。これは、次のようにシリアル番号から識別できます。

表 2 : CE1400Vアプライアンスでサポートされる最小ソフトウェアバージョン

必要なソフトウェアPlatform

以下が必要です:

•ハイパーバイザー（仮想マシンモニタ
（VMM）またはバーチャライザーとも呼
ばれる）

• VMware vSphere ESXi

•最小バージョン 7.0

詳細については、「 Cisco Expresswayシリー
ズの仮想化」を参照してください。

詳細については、 Cisco Expresswayおよび
Cisco Expressway Selectのリリースノートを参
照してください。

CE1400V

ただし、システムは以前のソフトウェアのバージョンへのダウングレードを制限しません。

CiscoExpresswayを以前のバージョンにダウングレードするには、テクニカルアシスタンスセ
ンターまたは BEMSにお問い合わせください。

注意

サポートされているシステムサイズ
CE1400Vは、大規模または中規模 Expresswayシステムのいずれかをサポートできます。

Cisco Expressway-E（Cisco Expressway-Cは除く）として導入されるアプライアンスでは、
Expresswayソフトウェアのデフォルトのシステムサイズ設定を大型システムから中型システ
ム、またはその逆に変更することができます。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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http://software.cisco.com/download/navigator.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-expressway.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-expressway.html
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-release-notes-list.html


Expresswayソフトウェアでは、必要に応じて、デフォルトのシステムサイズ設定を最大でいず
れかに変更できます。

• 3大規模仮想マシン

• 6中規模仮想マシン

（注）

何が違うの?
Cisco Expressway CE1400Vと従来のアプライアンス CE1300および CE1200との主な違い

• CE1400Vは仮想化または非仮想化が可能で、ハイパーバイザーおよびライセンスが必要で
す。一方、CE1300と CE1200はベアメタルアプライアンスです。

• CE1400Vは複数の VMを使用したより柔軟な展開を提供しますが、CE1300と CE1200は
単一のワークロードサーバです。

• CE1400Vでは、顧客が提供する仮想化インフラストラクチャが必要となり、物理アプライ
アンスの展開から仮想アプライアンスの展開への移行が行われます。

これは、物理アプライアンス (CE1200、CE1300)から、拡張性と展開の柔軟性が向上した仮想
化アプライアンス (CE1400V)への進化を反映しています。

詳細情報およびトレーニング

トレーニング

トレーニングはオンラインおよび当社のトレーニング開催場所で受講できます。提供するコー

スおよびトレーニングオフィスの場所に関する情報は、次のリンクを参照してください。

用語集

用語集はリンクにあります。

関連資料

•このアプライアンスの設置に関する詳細情報は、『Cisco UCS C220 M7サーバー設置およ
びサービスガイド』を参照してください。

• Cisco Expresswayソフトウェアの管理と操作については、『Cisco Expressway管理者ガイ

ド』の「Expresswayの保守および操作ガイド」ページで説明しています。

• Cisco Expresswayクラスタの作成と管理については、『Cisco Expresswayクラスタ作成およ

びメンテナンス導入ガイド』（「Expresswayの設定ガイド」ページ）で説明しています。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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第 2 章

ハードウェアコンポーネント

ハードウェアのロードアウトは固定されており、変更してはなりません。（注）

CE1400Vは UCS C220 M7サーバから派生したもので、次のコンポーネントを備えています。

表 3 : CE1400Vアプライアンスのコンポーネントおよび UCSの同等部品番号

数量FCCパート 15.247項目

1UCSC-C220-M7Sシャシー

1UCS-CPU-I6544YProcessor

4UCS-MRX16G1RE3RAM

6UCS-HD600G10KJ4-Dハードディスク (SED)

1UCSC-RAID-M1L16RAIDコントローラ

1UCSC-O-ID10GC-DOCP 3.0 NICNIC

1UCSC-OCP3-KIT-D

2UCSC-PCIEIQ10GF-DPCIe SFP+ NIC

SFP-10G-SR最大 4個
(10GBASE-SR SFPモ
ジュール)

GLC-TE最大数量 4 (カ
テゴリ 5銅線用
1000BASE-T SFPトラ
ンシーバモジュール)

2UCSC-RIS1A-22XM7PCIeライザー

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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数量FCCパート 15.247項目

2UCSC-PSU1-1200W-DPSU

1UCSX-TPM-002C-DTPM

1レールキット
UCSC-RAIL-D

その他

1ヒートシンク:
UCSC-HSLP-C220M7

28DIMMスロットブラ
ンキング
UCS-DDR5-BLK

4ディスクスロットブラ

ンキング
UCSC-BBLKD-M7

この章では、次の項目について説明します。

•電源ケーブル（6ページ）
• KVMアダプター（6ページ）
•現場で交換可能なコンポーネント（7ページ）
•返品または交換（7ページ）

電源ケーブル

電源ケーブルは Ciscoに注文できます。

Ciscoに電源ケーブルを注文しない場合、指定されたタイプのケーブルを使用する必要
があります。「Cisco UCS C220 M7 SFFラックサーバーのスペックシート」を参照し
てください。

警告

KVMアダプター
KVMアダプターは Ciscoに注文できます。

キーボード、ビデオ、モニタ用のドングル/ケーブルは N20-BKVM-D=です。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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https://www.cisco.com/c/dam/en/us/products/collateral/servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/c220m7-sff-specsheet.pdf


現場で交換可能なコンポーネント
CE1400Vは、Cisco Business Edition 6000/7000アプライアンスや Cisco Unified Computing System
汎用サーバと同様に、部品のみのフィールド交換コンポーネントアプローチを採用していま

す。

互換性の問題を回避するには、提供された SFPのみを使用し、「タスク 2：SFPネットワーク
接続モジュールを挿入する」の SFPに関する他の要件に従ってください。

注意

返品または交換
何らかの理由で返品確認（RMA）を開始する必要がある場合は、Cisco返品ポータルサイトに
移動してください。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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第 3 章

フロントパネルレイアウト

このセクションでは、フロントパネルのレイアウト、LED、およびポートについて詳しく説明
します。

•前面パネルビュー（9ページ）
•ステータス LEDとボタン（10ページ）

前面パネルビュー

• CE1400Vは、RAID5ボリュームとして 6台の SASハードドライブの固定構成で出荷され
ます。

•ハードウェアのロードアウトは固定されており変更してはなりません。

（注）

図 1 :前面パネルビュー

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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ユニット識別ボタン/LED2ドライブベイ 1～ 10は、SAS/SATAハードディ
スクドライブ (HDD)とソリッドステートドライ
ブ (SSD)をサポートします。オプションとして、
ドライブベイ 1～4には最大 4台までの NVMeド
ライブを（1～4台の範囲で任意の台数）搭載でき
ます。ドライブベイ 5～10は、SAS/SATA HDDま
たは SSDのみをサポートします。

NVMeドライブはデュアル CPUサーバでのみサ
ポートされます。

（注）

使用されるドライブベイは 6個のみです。

1

KVMコネクタ

（VGADB-15 1個、DB-9シリアル 1個、およびUSB
2.0コネクタ 2個を提供するKVMケーブルで使用）

4電源ボタン/電源ステータス LED3

-システム LEDクラスター:

•ファンステータス LED

•システムステータス LED

•電源ステータス LED

•ネットワークリンクアクティビティ LED

•温度ステータス LED

LEDの状態の定義については、「フロントパネ
ルの LED」を参照してください。

5

専用管理インターフェイス（DMI）の設定方法の詳細については、『Cisco Expressway管理者

ガイド』を参照してください。

ステータス LEDとボタン
このセクションには、フロント LEDの状態を解釈するための情報が含まれています。

フロントパネルの LED
次の図は、サーバの前面パネルにある LEDを示しています。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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図 2 :フロントパネルの LED

この表は、サーバーの前面パネル上の各種 LEDとその状態の定義を示します。

表 4 :フロントパネルの LED、状態の定義

状態LED名

•オフ -サーバに AC電源が供給されていません。

•オレンジ：サーバーはスタンバイ電源モードです。
電源はCisco IMCと一部のマザーボード機能にのみ
供給されます。

•緑 -サーバは主電源モードです。サーバのすべて
のコンポーネントに電力が供給されている。

電源ボタン/LED ( )

1

•オフ -ユニット識別機能は使用されていません。

•青点滅 -ユニット識別機能が有効になっています。ユニット識別（

2

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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•緑 -サーバは正常な動作状態で稼働しています。

•緑色の点滅 -サーバはシステムの初期化とメモリ
チェックを実行しています。

•オレンジ色、点灯 -サーバは低下した動作状態にあ
ります (軽微な障害)。次に例を示します。

•電源の冗長性が失われています。

• CPUが一致しません。

•少なくとも 1つの CPUに障害があります。

•少なくとも 1つの DIMMに障害があります。

• RAID構成内の少なくとも 1つのドライブに障
害が発生しました。

•オレンジ、2回点滅：システムボードに重大な障害
があります。

•オレンジ、3回点滅：メモリ DIMMに重大な障害
があります。

•オレンジ色、4回点滅 - CPUに重大な障害が発生し
ています。

システムの健全性 ( )
3

•緑 -すべての電源装置が正常に動作しています。

•オレンジ色、点灯 - 1つ以上の電源装置が劣化した
動作状態にあります。

•オレンジ色、点滅 - 1つ以上の電源装置が重大な障
害状態にあります。

電源の状態 ( )
4

•緑 -すべてのファンモジュールが正常に動作して
います。

•オレンジ色、点滅 - 1つ以上のファンモジュールが
回復不能なしきい値を超えました。

ファンの状態 ( )
5

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
12

フロントパネルレイアウト

フロントパネルの LED



•消灯:イーサネット LOMポートリンクはアイドル
状態です。

•緑 - 1つ以上のイーサネット LOMポートのリンク
はアクティブですが、アクティビティはありませ

ん。

•緑、点滅：1つ以上のイーサネット LOMポートの
リンクがアクティブで、アクティビティがありま

す。

ネットワークリンクアクティビティ ( )
6

•緑 -サーバは正常温度で動作しています。

•オレンジ、点灯：1つ以上の温度センサーが重大な
しきい値を超えました。

•オレンジ色、点滅 - 1つ以上の温度センサーが回復
不可能なしきい値を超えました。

温度状態 ( )
7
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第 4 章

背面パネルのレイアウト

このセクションでは、背面パネルのレイアウト、LED、およびポートについて詳しく説明しま
す。

•背面パネルビュー（15ページ）
•ステータス LEDとボタン（16ページ）

背面パネルビュー

• CE1400Vには、ネットワークインターフェイスカードのペアを収容するためのPCIeライ
ザーのペアが付属しています。

•ハードウェアのロードアウトは固定されており、変更してはなりません。

• LEDの状態の定義については、「ステータス LEDとボタン」を参照してください。

（注）

図 3 :背面パネルビュー、半分の高さ、¾の長さの PCIeカード

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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電源ユニット（PSU）を 2基搭載しており、1+1電
源モードで設定した場合は冗長化が可能です。

2PCIeスロット、3つ

この構成では、次のようにライザースロット 1、
2、3に 3枚のカードが受け入れられます。

• CPU 1によって制御されるライザー 1:

UCSC-PCIEIQ10GF-D 4ポート NIC搭載

• CPU 1によって制御されるライザー 2:

UCSC-PCIEIQ10GF-D 4ポート NIC搭載

• CPU 2によって制御されるライザー 3:

未実装

（注）

取り付けられているライザーは 2のみです。

1

システム識別ボタン/LED4Intel X710 OCP 3.0カードが搭載されたモジュラー
LAN-on-motherboard (mLOM)カードまたは OCP
カードベイ (x16 PCIeレーン)。

3

1 Gbイーサネット専用管理ポート6USB 3.0ポート（2個）5

VGAビデオポート（DB-15コネクタ）8COMポート（RJ-45コネクタ）7

専用管理インターフェイス（DMI）の設定方法の詳細については、『Cisco Expressway管理者

ガイド』を参照してください。

ステータス LEDとボタン
このセクションには、背面 LEDの状態を解釈するための情報が含まれています。

リアパネルの LED
次の図は、サーバの背面パネルにある LEDを示しています。

図 4 :リアパネルの LED

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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この表には、サーバの背面パネルにあるさまざまな LEDとその状態の定義がリストされてい
ます。

表 5 :リアパネルの LED、状態の定義

状態LED名

•オフ -ユニット識別機能は使用されていません。

•青点滅 -ユニット識別機能が有効になっています。

後部ユニット識別1

USB 3.02

USB 3.03

•消灯：リンク速度は 10 Mbpsです。

•オレンジ：リンク速度は 100 Mbpsです。

•緑：リンク速度は 1 Gbpsです。

1 Gbイーサネット専用管理リンク速度4

•オフ：リンクが存在しません。

•緑：リンクはアクティブです。

•緑、点滅 -アクティブリンクにトラフィックが存
在します。

1 Gbイーサネット専用管理リンクの状態5

RJ-45 COMポート6

RJ-45 COMポート7

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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AC電源:

•オフ - AC入力なし (12 V主電源オフ、12 Vスタン
バイ電源オフ)。

•緑色の点滅 - 12 V主電源はオフ、12 Vスタンバイ
電源はオン。

•緑色の点灯 - 12 V主電源がオン、12 Vスタンバイ
電源がオン。

•オレンジ色、点滅 -警告しきい値が検出されました
が、12 Vの主電源はオンです。

•オレンジ色、点灯 -重大なエラーが検出されまし
た。12V主電源がオフになっています (たとえば、
過電流、過電圧、または過熱障害)。

DC電源:

•オフ - DC入力なし (12 V主電源オフ、12 Vスタン
バイ電源オフ)。

•緑色の点滅 - 12 V主電源はオフ、12 Vスタンバイ
電源はオン。

•緑色の点灯 - 12 V主電源がオン、12 Vスタンバイ
電源がオン。

•オレンジ色、点滅 -警告しきい値が検出されました
が、12 Vの主電源はオンです。

•オレンジ色、点灯 -重大なエラーが検出されまし
た。12V主電源がオフになっています (たとえば、
過電流、過電圧、または過熱障害)。

電源ステータス（電源ユニットごとに 1つの LED）8
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第 5 章

インストールの準備

この章では、次の項目について説明します。

•安全のために（19ページ）
•環境および電力仕様（19ページ）
•開梱と準備（19ページ）

安全のために
参加者は、電気回路に関する安全手順、および通信機器の設置に関する標準的な手順について

よく理解している必要があります。 CE1400V規制コンプライアンスおよび安全情報について
は、規制コンプライアンスおよび安全情報を参照してください。

環境および電力仕様
アプライアンスサーバの環境仕様と電力仕様については、 Cisco UCS C220 M7 SFFラックサー
バを参照してください。

開梱と準備
アプライアンスの設置方法の詳細情報については、『Cisco UCS C220 M7サーバー設置および
サービスガイド』を参照してください。

このガイドの内容は次のとおりです。

•インストールのガイドライン

•ラックの要件

•機器の要件

•スライドレールの調整範囲

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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第 6 章

アプライアンスを設置する

この章では、次の項目について説明します。

•タスク 1:ラックにインストールする（21ページ）
•タスク 2: SFPネットワーク接続モジュールを挿入する（21ページ）
•タスク 3:接続と電源オン（22ページ）
•タスク 4:電源ステータスを確認する（23ページ）

タスク 1:ラックにインストールする
アプライアンスをラックに設置する方法の詳細については、『Cisco UCS C220 M7サーバー設
置およびサービスガイド』を参照してください。

タスク 2: SFPネットワーク接続モジュールを挿入する
CE1400Vには、4ポート SFP+ NICが 1組付属しています。ネットワークに接続する各 NIC
ポートには SFP+トランシーバーが必要です。ファイバーの場合は SFP-10G-SR、銅の場合は
GLC-TEのいずれか。

互換性の問題を回避するために、SFPモジュールには以下の制限があります。注意

• Cisco SFP-10G-SRまたは GLC-TE SFP+トランシーバーのみを使用してください。

M4ベースの Expresswayの SFPモジュールは、このアプライアン
スでは再利用しないでください。

（注）

• SFP+トランシーバーを混在させないでください。すべてファイバーまたはすべて銅線を
使用してください。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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次の要件も SFPに適用されます。

• SFPは速度とデュプレックスの自動ネゴシエーションをサポートしていますが、ネゴシ
エートされるのは一つの速度だけで、それはSFPの指定速度とフルデュプレックスです。
これは、指定された速度と全二重をサポートするスイッチポートに接続する必要があるこ

とを意味します。

•ファイバー SFP用の 10 Gbフルデュプレックス

•カッパー SFP用の 1 Gbフルデュプレックス

•古い DMZ実装など、100 Mbのみをサポートする環境に CE1400Vをインストールする場
合、1 Gbから 100 Mbへの速度ネゴシエーションを処理するスイッチが必要です。

タスク 3:接続と電源オン

手順

ステップ 1 まず指定された電源コードを機器に接続し、次にアースされた AC電源コンセントに接続します。電源仕
様については、 Cisco UCS C220 M7 SFFラックサーバスペックシートを参照してください。

ステップ 2 初めて CE1400Vアプライアンスをプラグインするとき、電源ボタンを押す前に、5分間スタンバイモード
にしておきます。この時間内に、オンボード CIMCの起動、セルフテストの準備、ハードウェアチェック
の実行、電力特性テストの準備を行うことができます。十分な時間待機しないと、電力特性テストは次の

起動まで延期されます。

ステップ 3 アプライアンスの電源を入れます（電源ボタンはユニット前面の右側のコントロールパネルの上部にあり
ます）。システムはセルフテストを実行し、アプライアンスは自動的に再起動します。この再起動は予期

される動作です。

ステップ 4 初期電源特性テストのため、初回の起動には約 5分かかります。その後のシステムのブートには約 2分か
かります。消費電力特性テストの実行時に、「プラットフォーム特性評価を実行中…」というメッセージ
が表示されます。

ステップ 5 その後の起動時に電力特性テストを実行すると、起動時間が遅延する原因となる場合があります。テスト
を無効にすることが重要です。問題を回避するには、クラスター環境でテストを無効にすることが特に重

要です。

次のタスク

詳細については、『Cisco UCS C220 M7サーバのインストールおよびサービスガイド』を参照
してください。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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タスク 4:電源ステータスを確認する
アプライアンス前面の電源ステータス LEDを確認します。

•オフ：アプライアンスに AC電源が供給されていません。

•オレンジ。アプライアンスはスタンバイ電源モードになっています。電力は CIMCと一
部のマザーボード機能にのみ供給されます。

•緑。アプライアンスはメイン電源モードです。サーバのすべてのコンポーネントに電力
が供給されている。

消費電力の監視

CIMCには、電力消費を追跡するために使用できる電力監視ユーティリティがあります。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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第 7 章

アプライアンスのセットアップ

インストールを開始する前に、次のトピックを確認してください。

•仮想化およびアプリケーションソフトウェアのインストール（25ページ）
•インストールタスクフロー（25ページ）

仮想化およびアプリケーションソフトウェアのインストー

ル
このセクションでは、アプライアンスに仮想化ソフトウェアとアプリケーションソフトウェア

をインストールするために実行する必要があるタスクについて説明します。

• VMwarevSphereESXiソフトウェアは必須ですが、付属しておらず、工場出荷時にプリロー
ドされていません。顧客が用意し、手動でインストール/ライセンス付与する必要があり
ます。詳細については、Broadcom.comの技術ドキュメントを参照してください。

• Expresswayアプリケーションファイルは工場出荷時にプリロードされておらず、別売り
であり、手動でインストール/ライセンスを取得する必要があります。

•『物理アプライアンスのインストールおよびアップグレードガイド』を参照してください

インストールタスクフロー
アプライアンスにソフトウェアをインストールするには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

アプライアンスの CIMCを設定します。Cisco Integrated Management Controllerを構成するステップ 1

アプライアンスに VMware vSphere ESXiソフトウェ
アをインストールして構成します。

仮想化ソフトウェアのインストールと構成ステップ 2

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Integrated Management Controllerを構成する
Cisco Integrated Management Controller (CIMC)は、Cisco UCSアプライアンスの管理インター
フェイスです。 CIMCはアプライアンス内で実行され、Webまたは SSHコマンドラインアク
セスを通じてアプライアンスのリモート管理、構成、監視を可能にします。

手順

目的コマンドまたはアクション

アプライアンスの電源を入れ、基本的な Cisco
Integrated Management Controller (CIMC)設定を開始
します。

電源を入れて CIMCセットアップを開始するステップ 1

CIMCインターフェイスで DNSと NTPの設定を構
成します。

CIMC設定を完了するステップ 2

電源を入れて CIMCセットアップを開始する

アプライアンスの電源をオンにし、基本的な Cisco Integrated Management Controller (CIMC)設
定を開始するには、この手順を実行します。

始める前に

アプライアンスがラックに取り付けられ、電源に接続され、データネットワークに接続され、

モニタとキーボードがアプライアンスに接続されていることを確認します。

手順

ステップ 1 電源が接続されており、電源ボタンの LEDがオレンジ色になっていることを確認します。

ステップ 2 アプライアンスの電源ボタンを押して、緑色に変わることを確認します。

ステップ 3 モニタで起動プロセスを監視します。

ステップ 4 青い Ciscoロゴが表示されたら、 F8を押して CIMC設定ダイアログに入ります。

（注）

この画面の外観は、アプライアンスのモデルとファームウェアのバージョンによって異なる場合がありま

す。
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図 5 : CIMCブート画面で F8キーを押します

ステップ 5 プロンプトが表示されたら、ユーザ名 adminを入力し、新しいパスワードを作成します。

ステップ 6 CIMC設定画面で、次の詳細を入力します。

• CIMC IPアドレス
•サブネットマスク（Subnet mask）
•ゲートウェイ IPアドレス

図 6 : CIMC IPアドレスの詳細を入力します

ステップ 7 完了したら、 F10キーを押して変更を保存し、システムを起動します。

CIMC設定を完了する

CIMCインターフェイスで DNSおよび NTP設定を構成するには、次の手順を実行します。

始める前に

アプライアンスの電源を入れ、基本的な Cisco Integrated Management Controller (CIMC)の設定
を開始します。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
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手順

ステップ 1 Webブラウザで CIMC IPアドレスを入力し、ユーザ名 adminと前のタスクで作成したパスワードを使用し

てログインします。

ステップ 2 左側のメニューから、 [管理者]タブを選択し、 [ネットワーク]をクリックします。

ステップ 3 ホームページで、 [ネットワーク設定]タブを選択します。

ステップ 4 [共通プロパティ]から、 [ホスト名]設定を CIMCホスト名に変更します。

ステップ 5 「IPv4プロパティ」から、「優先 DNSサーバ」を、DNSサーバに指定した IPアドレスに変更します。

ステップ 6 ホームページで、[NTP設定]タブを選択します。

ステップ 7 [NTP有効化]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 サーバ 1フィールドに、NTPサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 9 ページの右下隅から [変更を保存]を選択します。

仮想化ソフトウェアのインストールと構成

VMware vSphere ESXiをインストールした後、デフォルトの管理者のユーザ名とパスワードを
変更する必要があります。仮想化ソフトウェアの設定方法の詳細については、Broadcom.com
の技術ドキュメントを参照してください。

仮想化ソフトウェアのインストールとカスタマイズ

VMware EmbeddedHostクライアントを使用してお使いのPCからリモートアクセスできるよう
に VMware vSphere ESXiをカスタマイズするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ハイパーバイザーが起動すると、次の図に示すように、ESXiダイレクトコンソールユーザインターフェ
イスがモニタに表示されます。この画面の外観は、アプライアンスのモデルとプリロードバージョンに

よって異なる場合があります。
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図 7 : ESXiのロード後のコンソール画面

ステップ 2 F2キーを押して、次の図に示すようにシステムカスタマイズメニューに入ります。

図 8 : ESXiシステムカスタマイズメニュー

デフォルトのユーザ名とパスワードについては、Broadcom.comの技術ドキュメントを参照してください。

ステップ 3 ログイン後、デフォルトのパスワードを変更する必要があります。パスワードを変更するには、 [パスワー
ドの設定]を選択してください。

アプリケーションが事前にデプロイされている場合は、手順 5に進みます。
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ステップ 4 静的 IPアドレスを割り当てるには、[管理ネットワークの構成 ]メニューを選択し、画面の指示に従って
[「IP構成」]を変更します。

図 9 : ESXiホストに静的 IPアドレスを割り当てる

ステップ 5 PCをデータネットワークに接続し、新しいハイパーバイザー IPアドレスを参照します。

図 10 :ハイパーバイザーのウェルカムページ
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仮想化ソフトウェアへのアクセスと構成

ESXiホストを NTPサーバとして使用する場合は、設定方法については Broadcom.comの技術
ドキュメントを参照してください。

CiscoルーターをNTPサーバとして使用する場合は、Cisco.comでルーターモデルの技術ドキュ
メントを参照して設定方法を確認してください。

一部のアプリケーションでは、ホストに有効な時間参照が必要です。（注）

始める前に

「仮想化ソフトウェアのインストールとカスタマイズ」を参照してください。

手順

ステップ 1 VMware Embedded Host Clientにアクセスするには、「https://[ESXI-HOST-IP-Address]/ui/」にアクセスしま
す。

図 11 : VMware Embedded Host Clientを使用して仮想化ソフトウェアにアクセスする

ステップ 2 以前に設定したログイン資格情報を使用します。

ステップ 3 VMware vSphere ESXiソフトウェアのライセンスが必要ですが、これらのアプライアンスにはライセンス
は付属しておらず、販売もされておらず、工場出荷時にもロードされていません。これは顧客が提供し、

手動で適用する必要があります。 ESXiは、Broadcom.comESXi 7.0/8.0技術ドキュメントに記載されている
ように、電源投入時に時間制限のある評価モードに入ります。評価モードの有効期限が切れると、仮想マ

シンを起動できなくなります。このライセンスを再アップロードまたはバージョンアップする場合は、次

の手順を実行します。

a) アプライアンスで使用するライセンスシリアル番号が記載されているライセンスドキュメントを見つ
けます。

b) [管理] > [ライセンス] > [ライセンスを割り当てる]の順に選択します。

c) ライセンスドキュメントからライセンスシリアル番号を入力するか、コピーまたは貼り付けます。
d) ライセンスキーを検証するには、 [ライセンスの確認]をクリックします。
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ステップ 4 NTP設定を構成します。

a) [管理] > [システム] > [日付と時刻]の順に選択します。

b) 設定の編集をクリックして、時間設定の編集画面を起動します。
c) [このホストで手動で日時を構成する]チェックボックスをオンにします。

d) 時間を更新します。
e) [ネットワークタイムプロトコルを使用する (NTPクライアントを有効にする)]チェックボックスをオ
ンにします。

f) [NTPサービススタートアップポリシー]ドロップダウンで、[ホストに合わせて開始および停止]を選択
します。

g) NTPサーバに NTPサーバの IPアドレスを入力します。複数の NTPサーバを追加する場合は、NTP
サーバの IPアドレスをコンマで区切って入力します。

h) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 （任意） VMwareの NICチーミング機能を使用してフォールトトレランスを構成します。

a) ネットワーク >管理ネットワークに移動します。
b) [設定の編集]をクリックして [ポートグループの編集 -管理ネットワーク]を起動します。

c) ポートグループ管理ネットワークの編集画面で、名前、VLANID、仮想スイッチの詳細を入力します。
d) NICチーミングを展開し、必要な詳細を入力します。
e) [保存]をクリックして、データネットワークに接続されている NICを追加します。
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第 8 章

アプリケーションをセットアップする

アプリケーションをセットアップするには、次のタスクを実行します。

インストールするアプリケーションごとに仮想マシン OVAを展開します。

•仮想マシン OVAの展開（33ページ）

仮想マシン OVAの展開
実行する各アプリケーションには、software.cisco.comからの仮想マシンベース OVAファイル
が必要です。

プリロードされたアプリケーションに応じて、OVAには次のいずれかのアプリケーションが
含まれます。

•完全にインストールされ、すぐに実行できるアプリケーション

•空の仮想マシンの VM構成のみ

詳細については、物理アプライアンスのインストールおよびアップグレードガイドを参照し

てください。

Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
33

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html


Cisco Expressway CE1400Vアプライアンスインストールガイド (M7アプライアンス、工場出荷時プリロードなし)
34

アプリケーションをセットアップする

仮想マシン OVAの展開



付録 A
インストール後

この章では、次の項目について説明します。

•ハードウェアの BIOS、ファームウェア、ドライバを更新する（35ページ）

ハードウェアのBIOS、ファームウェア、ドライバを更新
する

ハードウェア BIOS、ファームウェア、およびドライバーを更新するには、次の手順に従いま
す。

手順

ステップ 1 UCSハードウェアおよびソフトウェアの互換性にアクセスしてください。

ステップ 2 「サーバで検索」を選択します。

ステップ 3 検索オプション:

•サーバータイプ = Cシリーズ
•サーバモデル

•プロセッサバージョン =第 5世代 Intel (Emerald Rapids)
•オペレーティングシステム = VMware
•オペレーティングシステムバージョン =インストール内容に応じて 7.0または 8.0。

その後、互換性のある最新のハードウェアアップデートについてのアドバイスが表示されます。
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